消防計画（例示）

（施設名）　消　防　計　画（例示）

　　　　　

第１章　　　総　　　　　　　則
第１節　　目　　　　　的

（目　的）

第１条　この計画は，消防法第８条第１項に基づき，（施設名）（以下「本施設」という。）にお

ける防火管理業務について必要な事項を定めて，火災，震災，その他の災害から入所者等を守

　り，また，災害の未然防止及びその軽減を図ることを目的とする。
第２章　防火管理者の権限及び計画の適用範囲

（消防計画の適用範囲）

第２条　この消防計画は，本施設に出入りするすべてのものに適用するものとする。

（防火管理者及び事務局）

第３条　防火管理者は，施設長とし，本計画実践に当たってのすべての事務は○○係において行う

ものとする。

（防火管理者の権限及び任務）

第４条　防火管理者は，この計画についての一切の権限を有し，次の業務を行うものとする。

（１） 消防計画の検討及び変更

（２） 消火，通報及び避難訓練の年度計画の作成とその実施及び指導

（３） 消防用設備等の点検検査の実施及びその指導監督

（４） 建築物，火気使用設備器具及び危険物施設の点検検査の実施及びその指導監督

（５） 増改築，修理，模様替え等の工事時の火災予防上の指導

（６） 火気の使用又は取扱いに関する指導監督

（７） 入所者及び職員に対する防災教育の年度計画の作成とその指導

（８） 消防用設備等の設置位置図及び避難経路図の作成

（９） 独歩困難者等入所者の状況の把握及び避難対策の確立

（10）理事長に対する報告，その他防火管理上必要な事項

（消防署への報告及び連絡）

第５条　防火管理者は，次の業務について○○消防署への報告，届出及び連絡を行うものとする。

（１） 消防計画の届出（内容変更に伴う改正を含む。）

（２） 建物及び諸設備の設置又は変更の事前連絡及び法令に基づく諸手続

（３） 消防用設備等の点検結果の報告

（４） 自衛消防訓練の事前通報，実施報告及び教育訓練の指導要請

（５） その他法令に基づく報告及び防火管理について必要な事項

第３節　防火管理委員会

（防火管理委員会の設置）

第６条　防火管理業務の適正な運営を図るため，施設長を委員長に，各職種の代表を委員として別

表１のとおり防火管理委員会を置く。

２　委員会の事務局は，事務長のもとに置く。

３　委員会の開催は，定例会と臨時会とし，定例会については毎月第一月曜日に，臨時会について

は委員長が必要と認める時期に開催するものとする。

（審議事項）

第７条　防火管理委員会は，防火管理業務運営上基本となる次の事項について審議し，防火管理者

が行う業務を効果的に推進させるものとする。

（１）消防計画の策定及び改正に関すること。

（２）増改築，模様替えの工事に伴う防火管理上の問題点に関すること。

（３）自衛消防隊の編成及び資機材に関すること。

（４）消防設備の改善強化に関すること。

（５）施設周辺の事業所等との応援協定に関すること。

（６）火災予防及び入所者の安全対策に関すること。

（７）防災教育訓練内容とその実施方法に関すること。

（８）その他防火管理上必要な事項に関すること。

第２章　予防管理対策

第１節　予防管理組織

（予防管理組織）

第８条　予防管理組織は，火災予防のための組織と，自主点検，検査を実施するための組織とし，

火災予防の万全を期するものとする。

２　火災を予防するための組織は，平素における火災予防及び地震時の出火防止を図るため，防火
管理者のもとに建物又は階を単位に防火担当責任者を，各居室又は一定の区域を単位に火元責任
者を別表２のとおり指定しておくものとする。

３　自主点検，検査を実施するための組織は，建築物及び消防用設備等，火気使用設備器具，電気

設備器具等について適正な機能を維持するため，定期に点検検査を実施するものとし、点検資格
者及び自主点検検査班を別表３のとおり指定しておくものとする。

（防火担当責任者の業務）

第９条　防火担当責任者は次の業務を行うものとする。

 （１）担当区域内全般の防火及び避難上障害となる物件の除去

（２）担当区域内の火元責任者に対する業務の指導及び監督
（３）防火管理者の補佐

（火元責任者）

第10条　火元責任者は，組織表に定める責任区域内において次の業務を行うものとする。

　（１）　火気使用設備器具，電気設備器具及び消防用設備等の日常の維持管理

　（２）　地震時における火気使用設備器具の安全確認及び出火防止措置

　（３）　防火担当責任者の補佐

（自主検査班の業務）

第11条　自主検査班は，建築物，火気使用設備器具，危険物施設等の検査を次の事項に留意し
別に定める検査票により実施するものとする。

　（１）建築物等の検査班

　　　ア　建築物の防火区画の位置，構造，防火戸，防火シャッター等の機能の適否

　　　イ　廊下，避難階段，避難通路，非常口等の安全確認及び防炎加工物品の性能チェック

　（２）火気使用設備器具検査班

　　　ア　調理室及び湯沸かし室等の火気使用設備器具の安全確認

　　　イ　洗濯室及び乾燥室の安全確認

　　　ウ　ストーブ等暖房設備の安全確認

　（３）危険物施設検査班

　　　　 設備及び貯蔵取扱い上の適否及び標識，掲示板等の確認，その他危険物品の安全確認

　（４）電気設備，機械設備器具の検査班

　　　　 電気配線，電灯，電熱器その他の電気器具の安全確認

（自主点検班の業務）

第12条　自主点検班及び点検資格者は，消防用設備等の機能を維持管理するため別に定める点検
票により，点検，整備を実施するものとする。

（自主点検検査の時期）

第13条　自主点検検査の期日は次のとおりとする。なお，平素における外観的な点検検査について
は火元責任者が随時行うものとする。

（１）　自主検査
	検　　査　　対　　策
	検　　　　査　　　　年　　　　　月　　　　　日

	建　　　　　築　　　　　物
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　月　　　　日

	
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　月　　　　日

	火　気　使　用　設　備　器　具
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　月　　　　日

	
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　月　　　　日

	危　険　物　施　設
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　　　　　月　　　　日

	
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　　　　　月　　　　日

	電気設備，機械設備器具
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　　　　　月　　　　日

	
	　　　　　　　　月　　　　日
	　　　　　　　　月　　　　日


（２）自主点検
	点検種別

消防用設備等


	自　主　点　検　班
	点　検　資　格　者（消防設備士）

	
	外　観　点　検
	外観点検
	機能点検
	総合点検

	消　火　器　具
	　月　　日
	　月　　日
	　月　　日
	　月　　日
	　月　　日

　月　　日

　月　　日

　月　　日

	屋　内　消　火　栓　等
	
	
	
	
	

	自動火災報知設備
	
	
	
	
	

	避　難　設　備　器　具
	
	
	
	
	

	誘導灯，誘導標識
	
	
	
	
	

	非常警報設備器具
	
	
	
	
	

	自　家　発　電　設　備
	
	
	
	
	

	非　常　通　報　設　備
	
	
	
	
	

	そ　の　他　の　設　備
	
	
	
	
	


（点検検査の記録及び報告）

第14条　各点検検査者は，その結果を防火管理者に報告するとともに記録保存すること。

２　防火管理者は，消防用設備等の点検検査結果を１年に１回，○○消防署に報告するものとする。

第２節　火災予防措置

（火災を予防するための遵守事項）

第15条　本施設内で火気等を使用するものは，次の事項を遵守しなければならない。

（１）ガス器具，電熱器等の火気使用器具は，指定された場所以外では使用しないこと。

また，使用前及び使用後は必ず安全を確認すること。

（２）火気使用器具の周囲は常に整理整頓し，可燃物等を近接して置かないこと。

（３）指定場所以外で臨時に火気類を使用する場合は，事前に承認を得るとともに器具の安全性に

ついて十分点検し，目的以外の使用をしないこと。
（４）本施設内は歩行禁煙とし，指定された場所以外で喫煙しないこと。また，灰皿又は容器に

は，必ず水を入れて使用すること。

（５）危険物，引火性物品は，指定された場所に置いて貯蔵し，取り扱うものとし，必要以上の量

を貯蔵しないこと。

（６）ごみ焼却炉を使用する場合は，必ず責任者の立ち合いのもとに行う。

２　本施設内に出入りする者は，避難施設及び防火施設の機能を有効に保持するため，次の事項を

遵守しなければならない。

（１）避難口，廊下，階段等避難通路となる部分に避難上障害となる物品を置かないこと。

（２）廊下及び階段等は，避難時につまずき，すべり等を生じないように維持しておくこと。

（３）避難口に設ける戸は，容易に開放できるものとし，開放した場合は廊下，階段等の幅員を有

効に保持できるよう維持しておくこと。

（工事等にともなう連絡事項）

第16条　防火管理者は，増改築，模様替え等の工事を行うときは，その内容を検討し，事前に○○
消防署へ連絡をして指導を受けるとともに火災予防上必要な措置を講じるものとする。

２　工事責任者は，増改築，模様替え等の工事を行う場合は，防火管理者と次の事項につき相互に

連絡を密にし災害防止に努めるものとする。

（１）溶接等の火気を使用して作業を行うとき。

（２）危険物品等を使って作業を行うとき。

（３）消防用設備等の機能を全部又は一部の停止及び移設や配置替えをしようとするとき。

（４）廃材等の焼却を行おうとするとき。

（５）工事現場で工事用のシ－トを使用するとき。

第３章　　自衛消防活動対策

第１節　自衛消防組織

（自衛消防隊の設置）

第17条　施設内等において火災発生又はその他の災害が発生した場合は，その被害を最小限に留め

るため，施設長を自衛消防隊長（以下「隊長」という。）に，事務長を自衛消防副隊長（以下「副

隊長」という。）として，各隊員を別表４のとおり指定し，（施設名）自衛消防隊を編成する。

（隊長等の権限及び任務）

第18条　隊長は，自衛消防活動における一切の権限を有し，次の任務を行う。

（１）入所者等の避難開始命令及び避難状況の把握

（２）各災害の状況を把握し，自衛消防活動上必要な指揮，命令

（３）消防隊の災害現場への誘導及び情報の提供

２　副隊長は，隊長を補佐し，隊長が不在の場合はその任務を代行する。

第２節　自衛消防活動

（自衛消防本部の設置）

第19条　隊長の指揮に基づき，庭等の安全かつ入所者全体を把握できる位置に自衛消防隊本部（以下

「本部」という。）を設置する。

２　本部は，消防機関への通報，施設内への通報等入所者の人命安全のための避難誘導，救出救護を

最重点にした体制を整え，別表４に定める任務を遂行する。

３　本部には，入所者現況台帳，消防計画，緊急連絡先一覧表等の関係資料を準備し，災害状況の把

握と活動上の指揮命令，報告連絡体制の確立を図る。

（通報，連絡）

第20条　火災を発見した者は，消防機関に直接通報するか，事務室等に通報の依頼を行うなどの処

置を講じなければならない。

２　通報連絡係は，火災を覚知した場合は，消防機関への通報を確認するとともに別に定める放送文

例により本施設内等に報知する。

３　緊急放送等が終了次第，火災の延焼状況や入所者等の避難状況を本部に逐次報告する。

（消火活動）

第21条　初期消火係員は，火災発生の覚知と同時に発生場所に急行して，屋内消火栓及び消火器等

を操作し，初期消火を行う。

（避難誘導）

第22条　避難誘導係員は，別に定める避難計画図により入所者の安全な避難誘導を行う。

（防護安全措置）

第23条　防護安全係員は，火気使用設備器具及び建物について次の安全措置を講じるものとする。

（１）避難終了後の防火戸の閉鎖

（２）調理室及び湯沸室等のガス栓の閉鎖

（３）危険物取扱い設備器具の燃料供給停止措置

（４）その他防護安全上必要な措置

（残留者の救出）

第24条　救助係員は，災害発生と同時に次の活動を行うものとする。

（１）入所者の避難開始とは逆に担当区域内を巡回し，残留者の有無を確認するとともにその救出

活動を行う。

（２）救出活動は，通常の出入り口が使用可能な場合はその出入り口から，また，使用不能の場合

は，すべり台等の避難器具を使用して救出するものとする。

（救護活動）

第25条　応急救護係は，次の活動を行うものとする。

（１）本部と併設して救護所を設け応急措置を行う。

（２）負傷者等の症状，氏名，年齢等の必要事項を記録し，本部に報告するとともに救急隊と密接

な連絡をとり，負傷者を速やかに指定の病院に搬送できるよう努めるものとする。

第３節　夜間における自衛消防活動

第26条　夜間における活動は，第３章各節によるほか，夜勤者及び宿直者が協力し，次により初動

体制の確立を図り，入所者の人命安全を最優先とした活動を行うこと。

（１）通報連絡

ア　非常通報設備で○○消防署へ通報並びにその確認をする。

イ　非常放送により施設内に放送する。（放送文例は別に常備しておく。）

ウ　施設長に連絡する。

エ　出火場所を確認し，出火場所，火災の状況，入所者数等第２，第３の通報をする。

オ　到着した消防隊の誘導，火災避難の状況等報告を行う。

（２）避難誘導

ア　入所者に対して無用な不安を抱かせないよう言動等に注意し，混乱防止に万全を期すること。

イ　火災発生場所から判断し，避難の方向、経路等明確に指示すること。

ウ　消防隊が到着した場合は，未避難者の状況等について報告すること。

（３）初期消火

ア　直ちに出火場所に急行し，延焼拡大防止を主眼とした初期消火活動に全力をあげること。

イ　消防隊が到着した場合は，消防隊に引き継ぎ，救出，消火活動等に必要な情報の提供に努め

ること。

（４）その他

ア　緊急連絡で出動した職員は，自衛消防組織で定めた任務を行うほか，隊長の指示を受けて

行動すること。

第４章　震　災　対　策

第１節　震災予防措置

（震災予防措置）

第27条　火元責任者及び自主点検検査班は，第２章各節の点検，検査に合わせて次の事項を行うも

のとする。

（１）建築物の倒壊危険の有無及び建物に取り付けられている工作物，又はロッカー等の備品の転倒，

落下物防止措置。

（２）火気使用設備器具の転倒，燃えやすいものの落下防止措置及び自動消火装置付器具の機能の確

認。

（３）危険物施設，危険物類の転倒，落下，漏油による発火防止措置を図ること。

（地震後の安全確認）

第28条　各火元責任者は，被害をもたらさない地震であっても担当区域内の入所者の安全と施設内
の窓及び天井等の安全確認並びに火気使用器具の異常の有無を確認する。

２　各点検検査班は，地震後施設全般にわたり，建物，火気使用設備器具及び消防用設備等について
点検検査を実施し，異常の有無を防火管理者に報告する。

また，防火管理者は，報告に基づき安全を確認後ガス等の使用開始を指示するものとする。

（備蓄品）

第29条　震災に備えて，次の品目を持ち出せるよう準備しておくものとする。

	備　蓄　品　名
	備　蓄　場　所
	備　　　　考

	食　糧（非　常　食）
	調　　理　　室　　倉　　庫
	白米，乾パン，缶詰類

	飲　　　料　　　水
	〃
	ポリ容器○個

	医　　　　薬　　　　品
	医務室
	

	毛　　　　　　　　布
	倉庫
	非常用として○枚確保

	携　帯　用　ラ　ジ　オ
	事務室
	震災用として確保

	携　帯　用　拡　声　器

懐　　中　　電　　灯

応　　急　　担　　架
	自衛消防隊用

器材保管場所
	自衛消防隊の装備を活用する


第２節　地震時の活動
（地震時の活動）

第30条　地震時の活動は，第３章各節によるほか，次の事項について活動すること。

（１）出火防止措置
防火担当責任者及び火元責任者は，担当区域内の火気使用設備器具の使用停止，安全確認を
必ず実施し，出火防止に万全を期すること。
（２）消火活動

施設内に火災が発生した場合は，別表４により，（夜間の場合は第26条により）活動するこ
と。
（３）情報収集活動

ア　地震発生後直ちに市町村警戒本部又は市町村災害対策本部、○○消防署、○○警察署等と
連絡をとり，正確な情報の入手に努めること。

イ　ラジオからの情報を収集すること。

ウ　施設内の被害状況等について全職員に周知するとともに，必要事項の指示を行うこと。

（４）避難誘導活動

ア　隊長は，各職員を指揮して入所者に現在の状況を連絡し，不必要な不安動揺を与えないよ
うにすること。

イ　隊長は，施設の損壊状況，市町村警戒本部又は市町村災害対策本部からの情報等から判断
して，必要に応じて入所者等を避難場所に避難させるものとする。

ウ　避難は先頭と最後尾に誘導員を配置し，安全を確認しながら避難すること。

エ　有事の際の広域避難場所は「○○中学校校庭」に指定されており，集結場所は｢正門前駐
車場｣とする。
第５章　風　水　害　対　策
第1節 風水害予防措置
（風水害予防措置）
第31条　防災管理者は，市町村が作成・公表する洪水ハザードマップ，浸水予想区域図などの被害予測を定期的に確認し，自己防火対象物の存する地域の水害に対する危険実態の把握に努める。
２　防災管理者は，大雨又は強風等に伴う災害を予防するため各種施設・設備の自主点検に合わせ次の措置を行う。
　・普段使用しない部屋の窓の閉鎖の確認
　・建築物に付随する施設物（看板，窓板，外壁等）の，強風による落下を防止すること。
　・側溝，排水口の清掃状況の確認
　・水防資器材は，定期的に点検・整備を行う。　
第2節 風水害発生時の活動
（大雨または強風等に伴う災害発生時の活動）
第32条　大雨または強風等に伴う災害発生時の活動は，第３章各節に準じるほか，次の事項について活動すること。
（1） 情報収集活動　
ア　台風の接近，大雨，洪水，暴風等により被害の発生が予想される場合，隊長はテレビ，ラジオ，
インターネット等を活用し，気象情報や行政機関からの情報収集を行い，必要に応じ入所者等に
伝達する。
イ　災害発生後，直ちに市町村警戒本部又は市町村災害対策本部，○○警察署等と連絡をとり，正確な情報の入手に努めること。
（2） 避難誘導活動
ア　隊長が危険と判断した場合又は行政機関からの情報等から判断して，必要に応じて入所者等を避難場所に誘導する。
イ　避難は先頭と最後尾に誘導員を配置し，安全を確認しながら避難すること。
第６章　防災教育及び訓練
第１節　防　災　教　育

（防災教育の実施）

第33条　防火管理者は，次の基本的事項に基づき防災訓練と合わせて年度計画を作成し防災教育
を実施する。

（１）消防計画の周知徹底
（２）入所者に対する防災教育訓練及びその指導方針について

（３）防災管理に関する職員の任務及び責任について

（４）入所者の避難誘導，救出救護の要領等，人命安全に関する基本事項

（５）消防用設備器具の機能と取扱要領

（６）火災予防上の遵守事項

（７）震災対策に関する事項

第２節　防　災　訓　練

（防災訓練の実施）

第34条　防災管理者は，次により訓練を実施すること。

（１）通報，消火，避難誘導の「部分訓練」は，毎月実施する。

（２）通報，消火，避難誘導を連携して行う「総合訓練」は１年に２回以上実施する。

（３）震災訓練については，部分訓練，総合訓練と合わせて１年に１回以上行うとともに，防災機
関等が実施する訓練に参加する。

（消防機関等への指導要請及び報告）

第35条　防災管理者は，訓練の実施に際し，必要と認める場合は地域の自主防災組織の参加，○
○消防署に指導の要請を行うものとする。

２　各種訓練を実施する前に、「自衛消防訓練通知書」により○○消防署に通知のこと。

（訓練結果の検討）

第36条　防火管理者は，各種訓練結果をまとめ防火管理委員会で検討を行い，その後の訓練に反映
させるものとする。

（地域住民との協力）

第37条　防災訓練，自衛消防活動及び夜間における自衛消防活動の実施については，地域住民及び

防災関係機関と十分連携をとりながら行うものとする。
付　則

この計画は平成　　年　　月　　日から施行する。
別表１　防災管理委員会編成表

	区　　分
	職　　名
	氏　　　　　　　　　　　　　　　　　名

	委　員　長
	施　設　長
	

	副　委　員　長
	主任指導員
	

	委　　員
	事　務　員
	

	
	看　護　師
	

	
	栄　養　士
	

	
	調　理　員
	

	
	寮　父　母
	


別表２　火災予防のための組織編成表

	防火管理者
	防　火　担　当　責　任　者
	火　元　責　任　者

	
	
	担当区域
	氏　　　　名

	職　　　　名

氏　　　　名
	管　理　棟
	職　　　　名

氏　　　　名
	事　務　室
	

	
	
	
	医　務　室
	

	
	
	
	宿　直　室
	

	
	
	
	機　械　室
	

	
	サービス棟
	職　　　　名

氏　　　　名
	調　理　室
	

	
	
	
	食　　　堂
	

	
	
	
	浴　　　室
	

	
	第１居住棟
	職　　　　名

氏　　　　名
	居　室　１
	

	
	
	
	居　室　２
	

	
	
	
	居　室　３
	

	
	第２居住棟


	職　　　　名

氏　　　　名
	居　室　５
	

	
	
	
	居　室　６
	

	
	
	
	居　室　７
	


別表３　自主点検検査班編成表

	種　別
	実　施　区　分
	実　　　　施　　　　者

	
	
	有　資　格　者
	自　主　点　検　班

	自主点検
	消　火　器　具
	消防設備士（第１種消防

設備点検資格者）

氏　名
	氏　　名

氏　　名

	
	屋　内　消　火　栓

ス　プ　リ　ン　ク　ラ　ー
	
	

	
	自動火災報知設備
	消防設備士（第２種消防

設備点検資格者）

氏　名
	氏　　名

氏　　名

	
	非常警報設備器具
	
	

	
	避　　難　　器　　具
	
	

	
	誘導灯
	
	

	
	誘　　導　　標　　識
	
	

	自主検査
	建　築　物　全　般
	○　○　担　当
	氏　名

	
	
	〃
	〃

	
	火気使用

設備器具
	火気使用

器具全般
	〃
	〃

	
	
	ガス関係
	〃
	〃

	
	
	焼却炉
	〃
	〃

	
	危険物設備
	〃
	〃

	
	電気設備　器械設備
	〃
	〃


別紙４　自衛消防隊編成表

	係　　別
	氏　　名
	任　　務　　概　　要

	指　揮　係
	
	１　隊長，副隊長の補佐

２　自衛消防本部の設置

	通報連絡係
	
	１　消防機関への通報及びその確認

２　施設内への通報及びその確認

	避難誘導係
	
	１　入所者の安全な避難誘導とその管理

２　非常口の開錠の開放確認

３　避難設備器具の設定，操作

４　火災の状況による避難方法・経路の決定，指示，命令伝達

５　避難上障害となる物品の排除

	防護安全係
	
	１　使用中の電気，ガス，危険物等の安全措置

２　防火戸，防煙垂壁の閉鎖

	初期消火係
	
	１　火災の初期消火

２　消防隊との連携及び誘導

	救助係
	
	１　入所者の避難確認

２　逃げ遅れ者の救出

	応急救護係
	
	１　応急救護所の設置

２　負傷者の応急措置

３　負傷者等の収容先の指定及び搬送

	搬　送　係
	
	１　非常持出物品の搬送及び管理（現金及び関係書類，その他人命

　安全上必要なもの）


	　　　　　　　　　　　　天　　　温　　　　　　園　　　　副　　主
　　月　　日　　曜日　　　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　　　　係

　　　　　　　　　　　　気　　　度　　　　　　長　　　　園　　任
	
	　　　　　　　　　　　　天　　　温　　　　　　園　　　　副　　主
　　月　　日　　曜日　　　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　　　　係

　　　　　　　　　　　　気　　　度　　　　　　長　　　　園　　任

	方　　　　　法
	訓練目的
	
	
	方　　　　　法
	訓練目的
	

	
	時間
	
	
	
	時間
	

	
	出火場所
	
	
	
	出火場所
	

	
	避難場所
	
	
	
	避難場所
	

	
	参加者
	対象児（者）
	名
	計
	名
	
	
	参加者
	対象児（者）
	名
	計
	名

	
	
	職員
	名
	
	
	
	
	
	職員
	名
	
	

	
	
	職員名
	
	
	
	
	職員名
	

	反　　　　　省
	急報連絡
	名前
	
	
	
	反　　　　　省
	急報連絡
	名前
	
	

	
	応急物資
	名前
	
	
	
	
	応急物資
	名前
	
	

	
	初期消火
	名前
	
	
	
	
	初期消火
	名前
	
	

	
	避難誘導
	名前
	
	
	
	
	避難誘導
	名前
	
	

	
	救護
	名前
	
	
	
	
	救護
	名前
	
	

	避難状況
	
	
	
	
	
	避難状況
	
	
	
	

	全体反省
	
	
	
	
	
	全体反省
	
	
	
	


社会福祉法人　　　　○○

	第　　　　　　号

平成　　年　　月　　日

　　　　

　消　防　署　長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理権限者又は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防火管理者氏名

自 衛 消 防 訓 練 通 知 書



	事業所の所在
	

	事業所の名称等
	
	業種
	
	令別表第1項別
	

	実施日時
	　　　　年　　　月　　　日（　　）　　　時　　　分　～　　　時　　　分

	訓練種別
	1．総合　　2．部分　　3．基礎　　4．配置　　5．図上

	参加人数
	名
	担当者
	ＴＥＬ（　　　）

	消防職員等の派遣
	消防職員
	要・否
	消防車両
	要・否

	訓練概要
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備考③出入り口，非常口等は，容易に開放できるか④廊下，階段等に避難に支障のある障害物や可燃物を置いていないか⑤排煙設備において開閉障害はないか《防　火　管　理　自　主　点　検　表》⑤トランシーバーは通話可能か⑥懐中電灯の電池やランプ切れはないか①消防隊侵入口付近に，進入を妨げる障害物が置いていないか②防火戸，シャッター等において開閉障害はないか①照明器具，装飾品等の電灯が可燃物に接近，接触していないか②調理室のガスコック，ゴムホース等に異常はないか③調理室にダクト清掃は十分に行われているか④石油ストーブや電気ストーブ，電気コタツ等の使用方法に問題はないか②誘導灯が照明器具，装飾品等により見えにくくなっていないか③誘導灯の非常電源は正常か④非常灯は正常に点灯するか④周囲に障害物はないか⑤非常放送設備は正しく作動するか①避難橋，スロープ等に障害物はないか①自動火災報知器設備の電源スイッチをオンにしてあるか②自動火災通報設備をスイッチオンにしてあるか③配電盤等の表示灯は正常に点灯されているか③消火栓ランプは点灯しているか④スプリンクラー設備の水源水量は十分確保されているか⑤スプリンクラーヘッドの付近に，感熱散水の障害となるものはないか⑥熱や煙感知器に誤報はないか④地下機械室に油漏れ等はないか⑤火気器具は消火されているか①消火器は指定された場所に配置され，破損等の異常はないか②室内消火栓のホース等はきちんと整理されているかその他建築関係　　  点    検    内    容　　                年     月①火気取扱場所（喫煙所）の安全確認はどうか防火管理消防設備関係警報設備避難設備②煙草の後始末はなされているか③灰皿に水が入っているか
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				《防　火　管　理　自　主　点　検　表》 ボウヒカンリジシュテンケンオモテ

				　　  点    検    内    容　　                年     月 テンケンナイヨウネンガツ												1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		備考 ビコウ

		防火管理 ボウカカンリ		①火気取扱場所（喫煙所）の安全確認はどうか カキトリアツカイバショキツエンジョアンゼンカクニン

				②煙草の後始末はなされているか タバコアトシマツ

				③灰皿に水が入っているか ハイザラミズハイ

				④地下機械室に油漏れ等はないか チカキカイシツアブラモトウ

				⑤火気器具は消火されているか カキキグショウカ

		消防設備関係 ショウボウセツビカンケイ		①消火器は指定された場所に配置され，破損等の異常はないか ショウカキシテイバショハイチハソンナドイジョウ

				②室内消火栓のホース等はきちんと整理されているか シツナイショウカセントウセイリ

				③消火栓ランプは点灯しているか ショウカセンテントウ

				④スプリンクラー設備の水源水量は十分確保されているか セツビスイゲンスイリョウジュウブンカクホ

				⑤スプリンクラーヘッドの付近に，感熱散水の障害となるものはないか フキンカンネツサンスイショウガイ

				⑥熱や煙感知器に誤報はないか ネツエンカンチキゴホウ

		警報設備 ケイホウセツビ		①自動火災報知器設備の電源スイッチをオンにしてあるか ジドウカサイホウチキセツビデンゲン

				②自動火災通報設備をスイッチオンにしてあるか ジドウカサイツウホウセツビ

				③配電盤等の表示灯は正常に点灯されているか ハイデンバントウヒョウジトウセイジョウテントウ

				④周囲に障害物はないか シュウイショウガイブツ

				⑤非常放送設備は正しく作動するか ヒジョウホウソウセツビタダサドウ

		避難設備 ヒナンセツビ		①避難橋，スロープ等に障害物はないか ヒナンバシトウショウガイブツ

				②誘導灯が照明器具，装飾品等により見えにくくなっていないか ユウドウトウショウメイキグソウショクヒントウミ

				③誘導灯の非常電源は正常か ユウドウトウヒジョウデンゲンセイジョウ

				④非常灯は正常に点灯するか ヒジョウトウセイジョウテントウ

		その他 タ		①照明器具，装飾品等の電灯が可燃物に接近，接触していないか ショウメイキグソウショクヒントウデントウカネンブツセッキンセッショク

				②調理室のガスコック，ゴムホース等に異常はないか チョウリシツトウイジョウ

				③調理室にダクト清掃は十分に行われているか チョウリシツセイソウジュウブンオコナ

				④石油ストーブや電気ストーブ，電気コタツ等の使用方法に問題はないか セキユデンキデンキトウシヨウホウホウモンダイ

				⑤トランシーバーは通話可能か ツウワカノウ

				⑥懐中電灯の電池やランプ切れはないか カイチュウデントウデンチキ

		建築関係 ケンチクカンケイ		①消防隊侵入口付近に，進入を妨げる障害物が置いていないか ショウボウタイシンニュウグチフキンシンニュウサマタショウガイブツオ

				②防火戸，シャッター等において開閉障害はないか ボウカドトウカイヘイショウガイ

				③出入り口，非常口等は，容易に開放できるか デイグチヒジョウグチトウヨウイカイホウ

				④廊下，階段等に避難に支障のある障害物や可燃物を置いていないか ロウカカイダントウヒナンシショウショウガイブツカネンブツオ

				⑤排煙設備において開閉障害はないか ハイエンセツビカイヘイショウガイ






